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巻頭 宇宙を観る，人生を翻る 三筆

山　　本　　一　　清

　　　　　　　　　　　　【バリ彗星…を思ひ浮べつ、】

　今この稿を書いてみる十二月の10日過ぎは，カニンガム彗星が，多くの天文

ファンの待望の通りに，いよいよ此の月末（自適・，年末）に大々的な珍らしい姿

に現はれて遮るか，どうか？　毎日，星圖を眺めつX，毎夕，西の室を仰ぎつ

N，實はハラハラした氣持ちである．なにしろ，こんどのカニンガム星は，妙

な巡り合はせで，滞る一月10日過ぎには太陽と魯合するのであって，しかも其

れは“内合”であるから，太陽と彗星と地球とが…直線上に並ぶことになるの

であって，距離の遠近をも同時に考へれば

　　　　（太陽）1叢董（狸）討議「（地球）

これが，うまく“太陽面通過”と言ったやうな現象に獲忙して呉れると，釜々

面白いのであるが，どうも，今までに知られてみる軌道要素から見ると，この

やうな珍らしい藝當を見せてくれないらしい．しかしながら，この“内合”の

臼附けに近い一月15日に此の彗星は近日難を通過するのであるし，しかも此の

時の近日黒占距離（太陽から彗星までの距離）が，只の0，369箪位（5540萬キ・，自P

ち14⑪0萬里）といふ稀有の近距離になるのであるから，此の一事から考へて見

ると，一艦，この彗星は，どんな面白い芝居をして見せることになるか，全く

豫想が付かないのである．プ物バビリテから言へば，

　（1）　案外，つまらない姿のまN，獣って通り過ぎるかも知れない．

　（2）　しかし，ウツカりすると，30年以前の，あのバリ大彗星の壮観を呈す

　　　　るかも知れない．

この（1）と（2）とが，今では五分k々であるところに，吾kの待望の面白みが

懸ってみるのである．

　近年，諸家の研究……と言っても，彗星の運行や，軌道の議論などは，今日

の天文家の最も御得意とするところであって，例へば，エンケの彗星のやうな
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ものならば，其の近日貼通過の時日を，2～3時閤の誤差以内に確實に二言する

ことが出回るし，バリ彗星の如きでさへ，一一一・日以上の誤りが無い程度に二言す

ることが出來るのである．けれど，事，その光度や，殊に其の尾の模様などに

乱する問題となると，なかなか其の豫言が當りにくS，まづまつ氣象家の天氣

豫報の程度以上には確實を保温する事は出直ないのである．湿れ畢寛するに，

星の運行は，ニウトンの引力論だけを利用すれば，完全に解決することが二二

るのだけれど，光や，尾や，其の他の物理的性質はH之れを支配する力が一つ

や二つではなく，熱，光，電氣，化學成分，形朕，質量等々いろV・うな黙を複

雑に老へ合はせなければならなV・ために，今日は未だ，甚だ一般的な，ボンヤ

リした豫想しか許されない献態にある．こんなわけであるから，吾々も，こわ

ごわながら（當らないかも知れないHと，心配しながら），今3～4週聞に迫って

來る此のカニンガム彗星の活躍する歌態を，夢心地で，懸裏に書きつXあるの

である．

　まつ，今日までの諸家の経験を綜合して見ると，彗星の光度や尾の現はれ方

は，太陽からの距離によって定まるといふことになってみる．殊に其の尾は此

の太陽からの距離が非常に大きい原因となる．“太陽からの距離の2乗に逆比例

する”などといふ甘いものではなくて，4乗にも，6乗にも逆比例するやうな現

象を呈した例が，今までに澤山あるのである．こんどのカニンガム星は，近日

黒占距離が0．369軍位であるから，此の一黒占から見ただけで，年末から年初へか

け，光輝もウンと増すし，尾もスバラシイ獲展を遂げるだらう！？と豫想され

る．近着のアメリカの新聞紙を見ると，十一月の初めの頃の頁に，既に“此の

クリスマスには驚くべき大彗星が現はれる”といふ2頁にわたる大記事を載せ

てみる．さすが“センセーションの國”の新聞だと，其の手まはしの早さに感

心する次第である．自分も，やはり‘’回れはバリ彗星ぐらみになるのじやない

か？”“或は少なくともかの明治43年の一月目急に現れた無名の1910a星ぐらみ

になるのではないか？”と，切りに考へる．

　もはや，今の若い人々には“自慢”をしても宜からうと思ふが，自分は，1910

年（明治43年）にあのバリ大彗星を見た一人である．あの年には，待望のバリ星

だけでなく，誠に突然と，（前記の）1910a彗星とV・ふのが現はれた．此の1910a

は，遜りに突然と，しかも急激に大彗星として出現したが故に，世界中の澤山

の人々が殆んど同時に獲恥したので，遽に本島の獲見者といふものは藍島に定

められす，“無名”のまXになって了つた．なんでも，南大西洋を航海してみた

船の船長が最初に見つけたとかいふ噂もある．當時，三高の2年生であった自

分も之れを，明治43年の一月2⑪日頃，毎夕，友人と吉田山に散歩して，其の星

の雄姿を眺めたものである．尾は40。，頭の光度も1等級であった．しかし此の星
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は，現はれて來た時と同様に，誠に，急に，一一月末までには覗界から去った．

あはて者は湿れがバリ彗星かと，早合黙した者もあったけれど，決して之れは

バリ星でなく，全く偶然お出でた飛入ID客であった．

　待望のバリ星は，1907年頃から，既に學界の話題となってみたが，實際之れ

がほf豫想の位置に獲見されたのは，1909年九月11日で，護見者は猫乙のハイ

デルベルグ天文毫のラルフ博士であった．そして，近日黒占を通過したのは翌

1910年四月19日であったが，其の頃から，愈々肉眼にも見えるやうになった．

當時は，毎日の早曉に可愛らしい尾を引いてみた．

　自分等の記憶にある此のパリ彗星の維大な肚観は，1910年五月20日の曉天の

姿であった．暫く悪い天罰が導いたので，毎日，氣にしながら，彗星はどうだ

らうかアと心配してみたが，t果然，五月20日の朝，幸ひに早く眼がさめて，寄

宿含の東窓を開けて見たところ，殆んど全く晴れた室に，東山の背後から，金

星の傍を過ぎて，大きいサ1チライ】・のやうな力賑い光荘が天に沖し，其の尾

端は，子午線を越えて，西天にまで属いてるた．“アツ1”と驚いたまN，自分

も友人も，只，口を開いたまN，此の奇観に聲も出なかった．少し心が落ちつ

v・てから，自分は手早く天のスケチをしたが，其のスケチは今も省ほ自分は書

庫に保存してみる．近いうちに之れを複篇して，“天界”誌上に載せたいと思っ
てみる．

　其の日（1910年五月20日）11時過，バリ星は太陽面を通過した1　至れも隅々

の前景氣であったが，自分は森教授（今の三高校長）の御許しを得て此の通過す

る有様を透影して見た。しかし，何も見えなかった．彗星は透明鐙だつたので

ある1

　其の年，五月末から六月初めへかけて，日々遠ざかり行く此のバリ彗星は，

惜し氣もなく其の美しい妻を，毎夕の西天に見せた．之れも實に今から思ふと

樂しい思ぴ出であった．こんな～二とが，やはり，迷ってみた自分を馳って，天

文を生涯の友に決定して了つたのであった。

　こんどのカニンガム彗星は，月の愛憎上，今十二月17日頃から毎夕の西天に

見える筈である．日と共に，光や尾は増して，一月6日の夕までは見事な姿が

地薄に近く，見られるだらう．それから太陽への内合が近づくため，全く見え

なくなって，只，南宇治の人々には，近日黒磯過の15日頃から朝早く東天に見

えることとなるだらう．
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